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ムハンマド風刺画事件
吉原裕樹・帯向琢磨・小坂充　

　たった数枚の絵が、世界に一大騒動を巻き起こしたことは記憶に新しい。
事件の発端は、昨年九月デンマークのユランズ・ポステン紙が、ムハンマドが爆弾の形をしたターバンを頭に巻くなどした風刺漫画（全十二点）を掲載したことに、偶像崇拝を否定するイスラーム教徒が反発したことに始まる。今年に入り、欧州各国の新聞や雑誌が「表現の自由」を掲げ、漫画を転載したこともあり、イスラーム諸国での抗議行動が激化し、大使館焼き討ちや死者を出すほどまでにいたった。一連の事件には、イスラーム諸集団の政治的な思惑や、新聞社の思惑が絡んでおり、イスラームと欧米が掲げる「言論の自由」の短絡的な衝突ではないとの指摘もある。

だが、周知のように、イスラーム教では偶像崇拝を禁止しているにもかかわらずムハンマド像を描いたこと、また、まるでイスラーム全体がテロリストであるかのように描いたことなどから、敬虔なムスリムがその「言論」で傷つくと考えられる。そのような、公権力ではない社会的権力によって、個人の人格形成に大きく寄与する宗教を冒涜するような表現をおこなった場合、法はその個人にどのような保護を与えることができるのだろうか。私たちは、今回の風刺画が日本でも転載された場合、敬虔なムスリムがどのように救済されるのかを、考えたい。「〔日本では〕人は死ねばすべて神になるという神道的な考え方が国民一般に普遍的に浸透している」（林修三「信教の自由といわゆる宗教上の人格権の問題を中心にして」『法律のひろば』1988年9月号（ぎょうせい）22頁）などの、宗教的少数者の存在を無視するような言説がまかり通る日本の現状を変革するためにも、今回の事件が日本で起こったと仮定して、それに憲法学からアプローチすることの意義は小さくないだろう。
第一回目の発表
1 今回の事件がどのように拡大したかを概観し、問題点などを指摘する。

2 社会的権力が表現に基づいて特定の宗教を冒涜した場合に、個人はその冒涜行為にどうやって対抗できるかを考える。
3 「宗教上の人格権」とはなにか。
4 私人間で、憲法の人権をいかに認めるか。

5 私人間の人権衝突をいかに調整するか。

（第二回目の発表では、従来の憲法の解釈だけではなく、憲法解釈の指針としての多文化主義理論の導入という視点から、今回の事件を考えたい。）

【参考文献】

· 戸波江二　「信教の自由と「宗教上の人格権」」　

『法律のひろば』1998年9月号（ぎょうせい）28頁以下

· 中島徹　「人権規定の私人間効力　あなたは私に対して「人権を保障しろ」と法的に主張できるか」　『法学セミナー NO.520』　2002年6月号26頁以下

· 高橋和之　「人権の私人間効力論」高見勝利・岡田信弘・常本照樹編『日本国憲法解釈の再検討』有斐閣　2004年　1頁以下
· 平井亮輔　「多文化主義と差異をめぐる政治」

　　　　　　『正義』　平井亮輔編　嵯峨野出版　2004年　207頁以下
